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ハイデガーによるカント批難の是非
─ 新旧〈超越論的統覚論〉の真意 ─
Validity of Heidegger’s Criticism Against Kant.
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黒積俊夫『カント批判哲学の研究』名古屋大学出版
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黒積俊夫『ドイツ観念論との対決　カント擁護のた
めに』九州大学出版会、2003年
宮原　勇「現象学の中のカント――二つの「統覚」
概念――」（竹市明弘／坂部惠／有福孝岳編『カ
ント哲学の現在』世界思想社（『哲学の現在 
６』）1993年に所収）
山口一郎『人を生かす倫理　フッサール発生的倫理
学の構築』知泉書館、2008年
（Ablassen）とは異なるものであったのだろ
うか。
　このことに関し、かつて論者は、我々ドイ
ツ近代哲学研究者はすべて「この問いかけに
対する責任ある見解を備えておらねばならな
い」（伊野2016: 142）と記した。その責任は
いまだ十分に果たされたとはいえない。
※本論文は拙著の一部（註１および２参照）
の問題点を絞り加筆・修正を施し再構成し
たものである。
註
１）この件については本論文ではこれ以上詳説しな
い。詳しくは、伊野2016: 114-137に所収の「フッ
サールのカント時間論への批難――超越論的統覚
をめぐって――」、それの特に「３フッサール発
生的現象学からのカント超越論的統覚論批判」
pp. 128-134を参照。また、次註２参照。
２）ただし、こうしたカントの見解には重大な疑義
がある。詳説については前註１の記したとおりだ
が、概略を示すと、カント流の〈意識の統一〉が
あくまで能動的なはたらきによるものであり、そ
のかぎりで、それがいわゆる〈無限遡及〉に陥ら
ざるをえぬということが、フッサールの発生的現
象学によって指弾されているのである。それにつ
いての詳細と、このアポリアからのフッサールの
提起する受動的総合に基づく根本的な解決につい
ては、伊野2016: 122-128に所収の「２フッサール
によるカント批判――その導入のために――」お
よび前掲「フッサール発生的現象学からのカント
超越論的統覚論批判」を参照。また、すぐれた先
行文献である山口2008、あるいは宮原1993等も参
照。
３）「概念」という語は周知のように、「捉えること」
［把握すること］（Begreifen）と、深い関わりをもっ
ている。
